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1 概要 

1.1 SXC CLOUD (Smart XML Creator Cloud)とは 

SXC CLOUD™ (Smart XML Creator Cloud)は、DITA (Darwin Information Typing Architecture)

に対応した XML文書編集アプリケーションです。 

DITAは、個々の XML文書をトピックと呼ばれる小さな単位で作成し、マップと呼ばれる文書

目次で繋げることで 1つの出版物を構成します。マップ間でトピックを共用すれば、コンテン

ツ作成の労力を抑えつつ、様々な出版物を作成することができます。 

さらに、keyref、conrefや conkeyrefといった DITA特有機能を使えば、コンテンツの再利用や

フィルタリングを行うことができます。これらの機能は出版をさらに効率化します。 

私たち株式会社シイエム・シイは、複雑な DITAを、XMLのプロフェッショナルだけでなく一

般のお客様にもお使いいただけるようにしたいと考えています。従って、SXC CLOUDのユー

ザーインターフェースは、ワープロと大差ない容易さで DITAの機能が使えるよう、シンプル

にデザインされています。 
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1.2 SharePoint のデータモデル 

SXC CLOUDは、SharePointのデータモデルに則り、下図の構成でデータを管理します。 

 

テナント システム構成最上位の単位です。 

ユーザー企業がマイクロソフト社と契約するとテナントが発

行されます。 

テナントは複数の「サイトコレクション」を持つことができ

ます。 

補足：システム管理者によって作成されます 

サイトコレクション 複数サイトをまとめて管理する管理単位です。 

サイトコレクションは複数の「サイト」を持つことができま

す。 

補足：システム管理者によって作成されます 

サイト 情報共有のための単位です。 

サイト名を持ち、共同編集のため作業場所など、何らかの作

業目的のために作成されます。 

サイトは複数の「ドキュメントライブラリー」を持つことが

できます。 

補足：システム管理者によって作成されます 

ドキュメントライブラリー ファイル／フォルダーの入れ物です。 

補足：システム管理者によって作成されます 

ファイル／フォルダー コンテンツです。 

補足：ライターが自由に作成／削除することができます 

 

テナント 

サイトコレクション 

サイト 

ドキュメントライブラリー 

ファイル フォルダー 
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1.3 コンテンツ作成の流れ 

SXC CLOUDを用いたコンテンツ作成の流れは次の通りです。 

 ドキュメントライブラリーの選択／データのインポート 

最初に、XML文書ファイルや画像を管理するための

入れ物となる「ドキュメントライブラリー」を選択

します。 

他のシステムで作成した DITAトピック・ファイル

や DITAマップ・ファイルがある場合は、ドキュメ

ントライブラリーにドラッグアンドドロップするこ

とで一括インポートできます。 

参照： 2.1.2：ドキュメントラ

イブラリーを選択する 

参照： 2.2.1：フォルダーを新

規作成する 

参照： 5.1：ファイル／フォル

ダーをインポートする 

 

 トピック・ファイルの作成と編集 

フォルダーにトピック・ファイル（トピック系テン

プレートが組み込まれた XML文書ファイル）を作成

して、内容を編集します。 

参照： 2.2.2：XML文書ファ

イルを新規作成する 

参照： 3：XML文書ファイル

の編集 

 

注意：トピック・ファイル（XML文書ファイル）の中で画像を使用する場合は、あらかじ

め画像ファイルをドキュメントライブラリーにインポートしておく必要があります。 

 マップ・ファイルの作成と編集 

フォルダーにマップ・ファイル（マップ系テンプレ

ートが組み込まれた XML文書ファイル）を作成し

て、内容を編集します。この内容が、文書の構造(文

書目次)となります。 

参照： 2.2.2：XML文書ファ

イルを新規作成する 

参照： 3：XML文書ファイル

の編集 

 

補足：マップ・ファイルから参照するトピック・ファイルは、同じドキュメントライブラ

リーに登録されているトピック・ファイルであれば、自由に使用することができます。 

 データのエクスポート 

作成したマップ・ファイル（およびそれに紐づくト

ピック・ファイル）を、エクスポートします。 

参照： 6.1：ファイル／フォル

ダーをエクスポートする 

 

1.4 サポートする XML 文書タイプ 

SXC CLOUDがサポートする XML文書タイプは以下を参照してください。 

参照： 8.2：サポートする XML文書タイプ 
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1.5 オプション 

SXC CLOUDは、以下のオプションを組み込むことができます。 

項目 解説 補足 

マイクロソフト コグニティ

ブ・サービス 連携オプション 

以下のことができるようになります。 

− 参照： 2.3.3：機械翻訳をする 

− 参照： 3.3.18：スペルチェック

をする 

− 参照： 3.3.19：不適切表現チェ

ックをする 

ご利用にあたっては、当オ

プション購入および設定の

他、マイクロソフト社との

コグニティブ・サービス利

用契約が必要です。 

 

1.6 使用許諾書条件 

©2020 株式会社シイエム・シイ 

株式会社シイエム・シイの書面による承諾を得ずに、本書のすべてまたは一部を複製すること

は禁じられています。 

この文書には、Apache 2.0ライセンスで配布されている製作物が含まれています。 

− DITA Demonstration Content Collection (https://github.com/gnostyx/dita-demo-content-
collection) 

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0
http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0
https://github.com/gnostyx/dita-demo-content-collection
https://github.com/gnostyx/dita-demo-content-collection
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2 SharePointの基本操作 

2.1 サイト／ドキュメントライブラリー関連の操作 

2.1.1 目的のサイトを検索する 

目的のサイトを検索し、開く手順を示します。 

1. 画面左上の SharePoint・ボタンをクリックします。 

 

2. 検索・テキストボックスに、目的のサイトのサイト名を入力し、Enterを押すと、検索結

果が表示されます。 

 

3. 検索結果の中から目的のサイトを探し、クリックすると、目的のサイトを開くことができ

ます。 

2.1.2 ドキュメントライブラリーを選択する 

ドキュメントライブラリーを選択する手順を示します。 

 目的のサイトを開きます。 

参照： 2.1.1：目的のサイトを検索する 

 画面左側のリストから「ドキュメント」をクリックすると、ドキュメントライブラリーを

選択できます。 

補足：ドキュメントライブラリーのデフォルト名称は「ドキュメント」です。名称が「ド

キュメント」でなくても、画面右側に「すべてのドキュメント」と表示されていればそれ

はドキュメントライブラリーです。 

 
 

ドキュメントライブラリー すべてのドキュメント 
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2.2 ファイル／フォルダー関連の操作 

2.2.1 フォルダーを新規作成する 

フォルダーを新規作成する手順を示します。 

 トップバーで [＋新規＞フォルダー]を選択します。 

 
 

 フォルダーの作成・ダイアログボックスにフォルダー名を入力し、作成・ボタンを押す

と、フォルダーが作成されます。 
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2.2.2 ファイルを新規作成する 

XML文書ファイルを新規作成する手順を示します。 

 XML文書ファイルを作りたいフォルダーに移動します。 

 トップバーで [XML追加]を選択します。 

 XML追加・ダイアログボックスの空欄を埋め、OK・ボタンを押すと、フォルダー内に

XML文書ファイルが作成されます。 

 

１ ファイル名 XML文書のファイル名を入力します 

注意：拡張子も含めて入力してください。 

２ XMLタイプ XML文書タイプを選択します 

また、選択した XML文書タイプによって、XML文書フ

ァイルの種類が決まります。 

− トピック系の XML文書タイプが設定されたファイル

は、トピック・ファイルです 

− マップ系の XML文書タイプが設定されたファイル

は、マップ・ファイルです 

（参照： 8.2：サポートする XML文書タイプ） 

３ XML言語 XML文書ファイルの言語を選択します 

４ XMLバージョン XML文書ファイルのバージョンをテキストで入力できま

す。 

1 

2 

3 

4 
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2.2.3 ファイル／フォルダーを選択する 

ファイル／フォルダーを選択する手順を示します。 

 行をクリックするとファイルを選択できます。（複数選択もできます） 

 
 

2.2.4 ファイル／フォルダーを削除する 

ファイル／フォルダーを削除する手順を示します。 

 削除したいファイル／フォルダーを選択します。 

 
 

 トップバーで [削除]を選択します。 

 
 

 削除しますか？・ダイアログボックスの、削除する・ボタンを押すと、ファイル／フォル

ダーが削除されます。 
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2.2.5 ファイルをチェックアウトする 

ファイルをチェックアウトする手順を示します。 

 ファイルを選択し、[︙>その他>チェックアウト]をクリックすると、ファイルをチェック

アウトできます。チェックアウトすると他のユーザーが変更を保存できなくなります。 

 
 

2.2.6 ファイルをチェックインする 

ファイルをチェックインする手順を示します。 

 チェックアウトされているファイルを選択し、[︙>その他>チェックイン]をクリックする

と、ファイルをチェックインできます。チェックインするとファイルに変更が適用されま

す。チェックアウトを破棄し、変更を破棄することもできます。 

 
 

チェックアウト中に、他のユーザーが変更を保存しようとすると、「他のユ

ーザーがチェックアウト中のため、保存できませんでした」と表示され、保

存できない。 
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2.2.7 ファイルを以前の内容に戻す 

ファイルを以前の内容に戻す手順を示します。 

 ファイルを選択し、[︙>バージョン履歴]をクリックすると、バージョン履歴・パネルが表

示されます。 

 戻したい時点の更新日時をクリックすると出るドロップダウンメニューで、復元・ボタン

をクリックすると、その時点の内容が最新の内容として登録されます。 

2.3 その他の操作 

2.3.1 クイックビューを見る 

クイックビューを見る手順を示します。 

 画面上部にあるクイックビュー・ボタンをクリックすると、開いているフォルダー階層に

ある XML文書ファイルのサムネイル一覧を見ることができます。 
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2.3.2 列一括更新をする 

列一括更新をする手順を示します。 

 画面上部にある列一括更新・ボタンをクリックすると、列一括更新・ダイアログボックス

が開きます。 

 

 列一括更新・ダイアログボックスを設定し、一括更新・ボタンをクリックすると、現在開

いているフォルダー階層にある XML文書ファイルからメタデータを自動抽出し、SXC 

CLOUD固有の SharePointサイト列に一括反映します。（参照： 2.3.2.1：SXC CLOUD

固有の SharePointサイト列） 

 

１ 更新対象 − すべてのファイル：現在開いているフォルダーに保

存されているすべての XML文書ファイルが翻訳対象

になります。 

− 選択ファイル：ダイアログボックスを開く前に選択

していた XML文書ファイルが翻訳対象になります。 

1 

2 

3 

5 

4 
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２ 更新列 列ごとに一括更新の対象にするか、除外するかを設定す

ることができます。列についての詳細は、以下を参照し

てください。 

− 参照： 2.3.2.1：SXC CLOUD固有の SharePointサ

イト列 

３ プログレスバー 進捗を表示します。 

４ コンソール 実行ログが表示されます。 

５ 一括更新・ボタン クリックすると、一括更新が実行されます。 

 

2.3.2.1 SXC CLOUD固有の SharePointサイト列 

XML文書ファイルのメタデータは、SXC CLOUD固有の SharePointサイト列で管理されま

す。SXC CLOUD固有の SharePointサイト列は、SharePointのドキュメントライブラリーで

確認できます。 

 

SXC CLOUD固有の SharePointサイト列 表示場所 
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SXC CLOUD固有の SharePointサイト列 項目一覧 

XMLタイトル XML文書ファイルのタイトルを示すテキストです。 

XML文書ファイル保存時、列一括更新実行時に更新されます。 

XMLタイプ XML文書ファイルに指定されている DTDから判定された XML文書タイプです。 

XML文書ファイル保存時、列一括更新実行時に更新されます。 

− 参照： 3.3.17：XML検証をする 

− 参照： 8.2：サポートする XML文書タイプ 

補足：XML文書ファイル内の DTD指定は、テキストエディター・タブでファイルの

冒頭を見ると確認できます。 

以下の場合、指定されている DTDは「topic.dtd」です。 

 

XML言語 XML文書ファイルの言語設定です。 

XML文書ファイル内の言語指定子（xml:lang）とは連動していません。 

XML文書ファイル新規作成時、列一括更新時に指定できます。 

XMLバージョン XML文書ファイルのバージョンです。 

XML文書ファイル保存時、列一括更新実行時にテキストを指定できます。 

− 参照： 3.2.3：XML文書ファイルを保存する 

XML検証 XML文書ファイルの検証結果です。 

XML文書ファイル保存時、列一括更新実行時に更新されます。 

− 参照： 3.3.17：XML検証をする 

XMLコメント XML文書ファイルのコメントです。 

XML文書ファイル保存時、列一括更新実行時にテキストを指定できます。 

− 参照： 3.2.3：XML文書ファイルを保存する 

XML Text 
Content 

XML文書ファイルから抽出された検索対象のテキストです。 

SharePoint内で検索する場合、このテキストが検索対象となります。 

XML文書ファイル保存時、列一括更新時に更新されます。 

自動抽出タグ 【開発予定】 
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2.3.3 [オプション] 機械翻訳をする 

機械翻訳をする手順を示します。 

 画面上部にある機械翻訳・ボタンをクリックすると、機械翻訳・ダイアログボックスが開

きます。 

 機械翻訳・ダイアログボックスを設定し、翻訳実行・ボタンをクリックすると、翻訳対象

のファイル全てが翻訳されます。 

注意：XML文書ファイルを翻訳すると、翻訳前の内容が翻訳後の内容で上書きされます。

翻訳前の内容を残したい場合は、XML文書ファイルを複製してから機械翻訳を実行してく

ださい。 

 

１ 翻訳言語 翻訳ターゲットの言語を指定します。 

２ 翻訳対象 − すべての XML：現在開いているフォルダーに保存さ

れているすべての XML文書ファイルが翻訳対象にな

ります。 

− 選択 XML：ダイアログボックスを開く前に選択して

いた XML文書ファイルが翻訳対象になります。 

３ XMLファイルコメント 翻訳後の XML文書ファイルに付与する XMLファイルコ

メントを指定できます。 

４ プログレスバー 進捗を表示します。 

1 

2 

3 

5 

6 

4 
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５ コンソール 実行ログが表示されます。 

６ 翻訳実行・ボタン クリックすると、翻訳が実行されます。 
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3 XML文書ファイルの編集 

3.1 SXC CLOUD の画面構成 

SXC CLOUDの画面構成を示します。 

 
 

１ ビジュアルエディター・タブ 参照： 3.3：ビジュアルエディターで編集する 

２ テキストエディター・タブ 参照： 3.4：テキストエディターで編集する 

３ 履歴／比較・タブ 参照： 3.5：改訂履歴を閲覧する 

４ コンテンツ画面 選択したタブに応じたコンテンツが表示されま

す。 

 

1 2 3 

4 
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3.2 基本操作 

3.2.1 XML 文書ファイルを開く 

SXC CLOUDで XML文書ファイルを開くための手順を示します。 

 編集したい XML文書ファイルがあるフォルダーに移動します。 

 XML文書ファイルを選択し、画面上部にある「XML編集」ボタンをクリックすると、

SXC CLOUDで XML文書ファイルを開くことができます。 

 
 

 SXC CLOUDが起動し、XML文書ファイルが編集可能な状態になります。 

 

SXC CLOUDでは、以下の操作を行うことができます 

できること 参照 

XML文書の保存 3.2.3：XML文書を保存する 

ビジュアルエディターで編集 3.3：ビジュアルエディターで編集する 

テキストエディターで編集 3.4：テキストエディターで編集する 

過去に保存したものとの比較 3.5：改訂履歴を閲覧する 

 

3.2.2 XML 文書ファイルを閉じる 

SXC CLOUDで XML文書ファイルを保存せずに閉じるための手順を示します。 

 画面右下の閉じる・ボタンを押すと、XML文書ファイルが閉じます。 
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 SXC CLOUDが終了し、SharePointが操作可能な状態になります。 

 
 

3.2.3 XML 文書ファイルを保存する 

SXC CLOUDで XML文書ファイルを保存するための手順を示します。 

画面右下の保存・ボタンを押すと、保存確認・ダイアログボックスが表示されます。 

 

 保存確認・ダイアログボックスを設定し、OK・ボタンを押すと、XML文書ファイルが保

存されます。 

 

１ XMLバージョン XML文書ファイルのバージョンをテキストで入力できま

す。 

２ XMLファイルコメント XML文書ファイルのコメントをテキストで入力できま

す。 

３ 自動抽出タグを更新す

る・チェック 

【開発予定】 

４ OK・ボタン 保存を実行します。 

 

1 

2 

3 

4 
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3.2.4 バージョンを表示する 

SXC CLOUDでバージョンを表示するための手順を示します。 

 画面左下の「1」を押すと、バージョン・パネルが表示されます。 

 

１ アプリ名 アプリ名を表示します。 

２ バージョン・パネル 各種情報を表示します。 

３ 閉じる・ボタン バージョン・パネルを閉じます。 

 

3.2.5 URL をクリップボードへコピーする 

SXC CLOUDでバージョンを表示するための手順を示します。 

 画面右下「1」のプルダウンメニューの中から「2」を選択すると、エディタの現在の URL

がクリップボードにコピーされます。 

 
 

1 

2 3 

1 

2 
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3.2.6 URL をメールで送信する 

SXC CLOUDでバージョンを表示するための手順を示します。 

 画面右下「1」のプルダウンメニューの中から「2」を選択すると、URLをメールで送信・

パネルが表示されます。 

 

 画面右下「1」の送信・ボタンを押すと、入力した内容が宛先に送信されます。（差し出

し元アドレスは、「no-reply@sharepointonline.com」となります） 

 
 

3.2.7 最大表示をする／最大表示解除をする 

SXC CLOUDでバージョンを表示するための手順を示します。 

 画面右下の「1」を押すと、SXC CLOUDの表示範囲を、画面全体に合わせて拡張しま

す。 

 

１ 最大表示・ボタン SXC CLOUDの表示範囲を、画面全体に合わせて拡張し

ます。再度押すと、元の表示範囲に戻します。 

 

1 

2 

1 

1 
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3.3 ビジュアルエディターで編集する 

3.3.1 ビジュアルエディター・タブ 

ビジュアルエディター・タブの画面構成を示します。ビジュアルエディターは、文書型定義に

基づく入力支援機能を持ちます。 

 

１ コマンドバー 参照： 3.3.3：ツリー・ペイン 

参照： 3.3.2：プレビュー・ペイン 

参照： 3.3.9：元に戻す/やり直し 

参照： 3.3.16：XMLスニペット 

参照： 3.3.17：XML検証 

参照： 3.3.18：スペルチェック 

参照： 3.3.19：不適切表現チェック 

２ プレビュー・ペイン 参照： 3.3.2：プレビュー・ペイン 

３ ツリー・ペイン 参照： 3.3.3：ツリー・ペイン 

４ 属性・ペイン 参照： 3.3.4：属性・ペイン 

５ ボトムバー 参照： 3.2.2：XML文書ファイルを閉じる 

参照： 3.2.3：XML文書ファイルを保存する 

参照： 3.2.4：バージョンを表示する 

参照： 3.2.5：URLをクリップボードへコピーする 

参照： 3.2.6：URLをメールで送信する 

参照： 3.2.7：最大表示をする／最大表示解除をする 

６ ミニツールバー 参照： 3.3.5：ミニツールバー 
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７ コンテキストメニュー 参照： 3.3.6：コンテキストメニュー 

 

3.3.2 プレビュー・ペイン 

プレビュー・ペインには XML要素が表示されます。XML要素とは、XML文書を構成する基本

要素です。文や表など、プレビュー・ペイン内で選択できるものは全て XML要素です。 

 

１ プレビュー・ペイン XML要素を表示します。表示の詳細は以下を参照してく

ださい。 

− 参照： 3.3.2.1：XML要素のタイプ（全般） 

− 参照： 3.3.2.2：XML要素のタイプ（DITA特有） 

２ ツリーノードを自動で閉

じる・ボタン 

参照： 3.3.3：ツリー・ペイン 

３ メタデータ系要素を閉じ

る・ボタン 

− ボタン ON：プレビュー・ペイン内で、メタデータ系

XML要素（prolog要素など、背景が灰色のブロック

要素）の表示が閉じます。 

− ボタン OFF：プレビュー・ペイン内で、メタデータ

系 XML要素の表示が開きます。 

1 

2 

3 5 

4 6 

7 

8 

9 
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４ 要素名を非表示にする・

ボタン 

− ボタン ON：プレビュー・ペイン内で、XML要素名

が非表示になります。 

− ボタン OFF：プレビュー・ペイン内で、XML要素名

が表示されます。 

５ 要素名を翻訳する・ボタ

ン 

− ボタン ON：プレビュー・ペイン内および UI内で、

XML要素名／XML属性名が翻訳されます。 

− ボタン OFF：プレビュー・ペイン内および UI内で、

XML要素名／XML属性名が翻訳されます。 

６ 元に戻す・ボタン 参照： 3.3.9：元に戻す／やり直し 

７ やり直し・ボタン 参照： 3.3.9：元に戻す／やり直し 

８ 履歴・ボタン 参照： 3.3.9：元に戻す／やり直し 

９ XMLスニペット・ボタン 参照： 3.3.16：XMLスニペット 

 

3.3.2.1 XML要素のタイプ（全般） 

プレビュー・ペインに表示される XML要素のタイプを示します。 

補足：XML要素名は、プレビュー・ペインもしくはツールチップで表示されます。 

補足：複数のタイプに属する XML要素もあります。 

XML 要素のタイプ ビジュアル表現 テキスト表現 

ブロック要素 

文書構造の主要な構成要素です。 
 

<section> 

   … 

</section> 

パラグラフ要素 

ブロック要素のうち、テキスト入

力ができる要素です。 

要素を選択中、Enterキーを押す

ことで、テキスト編集モードとブ

ロック編集モードを切り替えるこ

とができます。 

テキスト編集モード時、パラグラ

フ要素の中に含まれるインライン

要素は、 のように表現されま

す。（選択時： ） 

 

選択時 - テキスト編集モード： 

 

選択時 - ブロック編集モード： 

 

※マウスをパラグラフ要素の上に近づける

と、背景色が灰色に変化します 

<p>…</p> 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 27 

XML 要素のタイプ ビジュアル表現 テキスト表現 

インライン要素 

パラグラフ要素の中に配置できる

要素です。 

要素を選択中、Enterキーを押す

ことで、テキスト編集モードとブ

ロック編集モードを切り替えるこ

とができます。 

テキスト編集モード時、インライ

ン要素の中に含まれるインライン

要素は、 のように表現されま

す。（選択時： ） 

 

選択時 - テキスト編集モード： 

 

選択時 - ブロック編集モード： 

 

<filepath>… 

</filepath> 

空要素（子要素を持ち得ない） 

子要素を持つことができない要素

です。 

 

※角丸の長方形で表現されます 

<toc/> 

空要素（子要素を持ち得る） 

子要素を持つことができるが、子

要素を持っていない要素です。 

 

※要素の中に空要素のサイン（empty）が表

示されます 

<section/> 

または 

<section> 

</section> 

id を持つ要素 

 

※左端に紫色の帯が表示されます 

<p id=”xxx”> 

   … 

</p> 

 

3.3.2.2 XML要素のタイプ（DITA特有） 

プレビュー・ペインに表示される XML要素のタイプ（DITA特有のもの）を示します。 

補足：XML要素名は、プレビュー・ペインもしくはツールチップで表示されます。 

補足：複数のタイプに属する XML要素もあります。 

XML 要素のタイプ ビジュアル表現 テキスト表現 

マップまたはトピック・ファ

イルを参照する要素 

トピック・ファイルを参照す

る要素 

 

※背景が紫色で塗られます 

<topicref 

href=”xx”> 

   … 

</xref> 
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XML 要素のタイプ ビジュアル表現 テキスト表現 

画像を参照する要素 

画像を参照する要素 
 

※背景が紫色で塗られ、画像が表示されます 

<image href=”xx”> 

   … 

</image> 

キー経由でコンテンツを参照

する要素 

マップ・ファイルにあるキー

を経由してコンテンツを参照

する要素 

 

※背景が紫色のボーダーで塗られます 

<topicref 

keyref=”xx”> 

   … 

</topicref> 

再利用コンテンツを参照する

要素 

再利用コンテンツを参照する

要素 

再利用元が要素ひとつの場合： 

 

※左端と上端に太線が引かれます 

<li 

conref=”aa/xx”> 

   … 

</li> 

再利用元が範囲選択の場合： 

 

※全ての辺に太線が引かれます 

<li conref=”aa/xx” 

conrefend=”yy”> 

   … 

</li> 

キー経由で再利用コンテンツ

を参照する要素 

マップ・ファイルにあるキー

を経由して再利用コンテンツ

を参照する要素 

再利用元が要素ひとつの場合： 

 

※左端と上端に太い破線が引かれます 

<li 

conkeyref=”aa/xx”> 

   … 

</li> 

再利用元が範囲選択の場合： 

 

※全ての辺に太い破線が引かれます 

<li 

conkeyref=”aa/xx” 

conrefend=”yy”> 

   … 

</li> 
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3.3.3 ツリー・ペイン 

ツリー・ペインの画面構成を示します。 

 

１ ノード・ボタン − 開：ノードが開かれ、子孫要素が表示されます。 

− 閉：ノードが閉じられ、子孫要素が非表示になります。 

２ XML要素・アイコン 要素にちなんだアイコンが表示されます。 

３ XML要素名 XML要素名が表示されます。 

４ XML要素・テキスト

内容 

XML要素が持つテキスト内容が表示されます。 

５ ツリーノードを自動で

閉じる・ボタン 

− ボタン ON：ツリー・ペイン内で、選択中の要素とその

祖先要素のノードだけが自動で開かれ、それ以外は閉じ

られます。 

− ボタン OFF：ツリー・ペイン内で、ノードの開閉を手動

で行うことができます。 

 

5 
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3.3.4 属性・ペイン 

属性・ペインの画面構成を示します。 

 

１ 属性リスト プレビュー・ペインまたはツリー・ペインで要素を選択

すると、その要素に設定できる属性の一覧が表示されま

す。 

２ 属性名・ラベル 属性名が表示されます。 

属性がある場合、ラベル文字が濃色になります。 

 

属性がない場合、何も表示されません。 

 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 31 

３ 属性値・テキストボック

ス 

属性値が入力できます。属性値を指定すると、選択中の

要素に属性および属性値が設定されます。 

属性があり、属性値がない場合、何も表示されません。 

 

必須属性がない、または属性値がない場合、背景が赤色

になります。【開発予定】 

 

DTDで、属性に列挙値が指定されている場合、プルダウ

ンメニューで属性値を選択することができます。 

 

注意：必須属性には属性値が必ず必要です。DITA規格に

従って属性値を入力してください。 

注意：入力内容のチェックは行っていません。DITA規格

に従って属性値を入力してください。 

注意：属性値を設定するには、メタデータを開閉する・

ボタンなどを押す必要があります。 
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3.3.5 ミニツールバー 

ミニツールバーの画面構成を示します。 

補足：ミニツールバーは、選択している XML要素や編集モードによって変化し、使える機能

だけが表示されます。 

 

１ XML要素名表示 選択中の要素の XML要素名が表示されます 

２ 要素追加メニュー ブロック要素： 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

インライン要素： 

− 参照： 3.3.8.2：インライン要素を追加する 

３ プロパティ 参照： 4.1：画像を参照する 

参照： 4.2：トピックまたはマップ・ファイルを参照す

る 

参照： 4.3：再利用コンテンツを参照する 

４ ブロック要素の移動 参照： 3.3.7.3：ブロック要素を移動する - プレビュ

ー・ペイン 

５ ∨（ブロック要素） 

…（インライン要素） 

ブロック要素： 

− 参照： 3.3.7.5：ブロック要素を削除する 

− 参照： 3.3.7.6：ブロック要素の切り取り／コピー

／貼り付けをする 

インライン要素： 

− 参照： 3.3.8.7：インライン要素を削除する 

− 参照： 3.3.8.8：テキストやインライン要素の切り

取り／コピー／貼り付けをする 

1 

パラグラフ要素 / インライン要素 

ブロック要素 

2 10 4 3 11 5 

1 2 6 7 8 9 5 3 11 
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６ 文字装飾 参照： 3.3.8.3：文字装飾を適用する 

７ 特殊文字 参照： 3.3.8.4：特殊文字を挿入する 

８ インライン画像 参照： 3.3.8.5：インライン画像を挿入する 

９ インラインリンク 参照： 3.3.8.6：インラインリンクを挿入する 

10 ID生成 選択中の要素に、ID属性および自動生成した属性値を追

加します。 

11 閉じる ミニツールバーを閉じます。 

 

3.3.6 コンテキストメニュー【開発予定】 

コンテキストメニューの画面構成を示します。 

補足：コンテキストメニューの表示は、選択している XML要素や編集モードによって変化

し、使える機能だけが表示されます。 

 

１ XML要素名表示 選択中の要素の XML要素名が表示されます 

２ 要素追加メニュー ブロック要素： 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

インライン要素： 

− 参照： 3.3.8.2：インライン要素を追加する 
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３ 要素の切り取り／コピー

／貼り付け 

ブロック要素： 

− 参照： 3.3.7.6：ブロック要素の切り取り／コピー

／貼り付けをする 

インライン要素： 

− 参照： 3.3.8.8：テキストやインライン要素の切り

取り／コピー／貼り付けをする 

4 要素の削除 ブロック要素： 

− 参照： 3.3.7.5：ブロック要素を削除する 

インライン要素： 

− 参照： 3.3.8.7：インライン要素を削除する 
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3.3.7 ブロック要素を編集する 

ブロック要素とは、文書を構成する基本要素です。文や表など、プレビュー・ペイン内で選択

することができるもののほとんど全てはブロック要素です。 

以降では、ビジュアルエディター・タブでブロック要素を編集するための方法を示します。 

3.3.7.1 ブロック要素を選択する 

ビジュアルエディター・タブでブロック要素を選択するための方法を示します。 

− ブロック要素をクリックすると、要素が選択され、要素の背景色が水色に変化します。 

− 選択されると同時に、ミニツールバーが表示されます。 

− ブロック要素が選択された状態で右クリックすると、コンテキストメニューが表示されま

す。 

注意：ブロック要素を選択したとき表示が崩れる場合は、以下の指示に従ってください。 

• 参照： 9.1.4：要素を選択したとき、プレビュー・ペインの表示が崩れる 

3.3.7.2 ブロック要素を追加する 

ビジュアルエディター・タブでブロック要素を追加するための手順を示します。 

 プレビュー・ペインで、新たに要素を追加したい場所の付近にある要素を選択し、ミニツ

ールバーを表示させます。 

 以下何れかのボタンにマウスカーソルを乗せ、要素リストを開きます。 

• 要素追加・ボタン： 最初に選択した要素の弟位置もしくは子位置に追加できる要素

を掲載した要素リストを展開します。 

• 上追加・ボタン： 最初に選択した要素の兄位置（上）に追加できる要素を掲載した

要素リストを展開します。 

• 下追加・ボタン： 最初に選択した要素の弟位置（下）に追加できる要素を掲載した

要素リストを展開します。 

• 子要素追加・ボタン： 最初に選択した要素の子位置に追加できる要素を掲載した要

素リストを展開します。 

 要素リストの中から望みの要素を選択すると、その要素が XML文書ファイルに追加されま

す。 

3.3.7.3 ブロック要素を移動する - プレビュー・ペイン 

ビジュアルエディター・タブのプレビュー・ペインでブロック要素を移動するための手順を示

します。 

 プレビュー・ペインで、移動したい要素を選択し、ミニツールバーを表示させます。 

 ミニツールバーの矢印ボタンを押すと、その方向に要素が移動します。 

• ↑・ボタン： 兄方向に要素が移動します。 

• ↓・ボタン： 弟方向に要素が移動します。 

• ↖・ボタン： 親方向に要素が移動します。 
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• ↘・ボタン： 子方向に要素が移動します。 

3.3.7.4 ブロック要素を移動する - ツリー・ペイン 

ビジュアルエディター・タブのツリー・ペインでブロック要素を移動するための手順を示しま

す。 

事前に、自動ノード開閉・ボタンを OFFにします。 

補足：自動ノード開閉・ボタンが ONのままだと、ツリー・ペインでノードを選択するたびに

ツリーノードが閉じてしまい、自由にノードを選択することができません。 

 ツリー・ペインで、移動したい要素をドラッグ（要素上でマウスボタンを押したままカー

ソルを移動する）します。 

要素をドラッグすると、挿入予定位置が実線／▶記号で示されます。 

• 実線／▶記号が黒色で示される場合は、文書構造に合致しており移動できます。 

• 実線／▶記号が表示されない場合は、文書構造に合致しておらず移動できません。 

 要素を挿入したい位置でドロップ（マウスボタンを放す）すると、要素が挿入したい位置

に移動されます。 

3.3.7.5 ブロック要素を削除する 

ビジュアルエディター・タブでブロック要素を削除するための手順を示します。 

 プレビュー・ペインで、削除したい要素を選択し、ミニツールバーを表示させます。 

 ミニツールバーの右端にあるボタンにマウスカーソルを乗せ、編集メニューを開きます。 

 要素削除を選択すると、選択中の要素が削除されます。 

補足：ショートカットキーを用いても同じ操作ができます。 

• 削除： Delete 

3.3.7.6 ブロック要素の切り取り／コピー／貼り付けをする 

ビジュアルエディター・タブでブロック要素を切り取り／コピー／貼り付けするための手順を

示します。 

 プレビュー・ペインで、切り取り／コピーしたい要素を選択し、ミニツールバーを表示さ

せます。 

 ミニツールバーの右端にあるボタンにマウスカーソルを乗せ、編集メニューを開きます。 

 切り取りまたはコピーを選択します。 

 最初に選択した要素が、クリップボードに移動またはコピーされます。 

 要素を貼り付けたい場所の付近にある要素を選択します。 

 ミニツールバーの右端にあるボタンにマウスカーソルを乗せ、編集メニューを開きます。 

 貼り付けを選択すると、要素が張り付けられます。 
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補足：コンテキストメニューを用いても同じ操作ができます。 

補足：ショートカットキーを用いても同じ操作ができます。 

• 切り取り： Ctrl+X 

• コピー： Ctrl+C 

• 貼り付け： Ctrl+V 
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3.3.8 テキストやインライン要素を編集する 

3.3.8.1 テキストを編集する 

ビジュアルエディター・タブで、テキストを編集する手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素またはインライン要素を選択します。編集モー

ドがテキスト編集モードに切り替わります。 

 キーボードを使ってテキストを編集します。一般的なテキストエディター・ソフトウェア

と同じマナーで編集することができます。 

 Enterキーを押し、編集内容を確定します。 

補足：テキストを途中で分割したい場合は、テキストを分割したい位置にカーソルを置き、シ

ョートカットキーShift+Enterを押してください。テキストが分割され、カーソルの右側が次の

行になります。 

3.3.8.2 インライン要素を追加する 

ビジュアルエディター・タブで、インライン要素を追加する手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 テキストの中からインライン要素を適用したい部分を選択します。 

 ミニツールバーの要素追加・ボタンにマウスカーソルを乗せ、要素リストを開きます。 

 要素リストの中から望みの要素を選択すると、ステップ１で選択した部分がインライン要

素で囲われます。 

3.3.8.3 文字装飾を適用する 

ビジュアルエディター・タブで、テキストに文字装飾を適用する手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 テキストの中から文字装飾を適用したい部分を選択します。 

 ミニツールバーで以下何れかのボタンを押すと、文字装飾が適用されます。 

• 太字・ボタン： ステップ１で選択した部分に太字が適用されます。 

• 斜体・ボタン： ステップ１で選択した部分に斜体が適用されます。 

• 下線・ボタン： ステップ１で選択した部分に下線が適用されます。 

• 上付き・ボタン： ステップ１で選択した部分に上付きが適用されます。 

• 下付き・ボタン： ステップ１で選択した部分に下付きが適用されます。 

補足：文字装飾はインライン要素の一種です。Deleteキーで削除できます。 
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3.3.8.4 特殊文字を挿入する 

ビジュアルエディター・タブで、テキストに特殊文字を挿入するための手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 文字列の中の特殊文字を挿入したい場所にカーソルを配置します。 

 ミニツールバーで特殊文字・ボタンを押すと、特殊文字パレットが開きます。 

 特殊文字パレットの中から特殊文字を選択し、OK・ボタンをクリックすると、ステップ１

のカーソル位置に特殊文字が挿入されます。 

補足：SXC CLOUDでは、特殊文字は通常の文字（キーボードから入力できる文字）と同じよ

うに扱われます。Deleteキーや Back spaceキーで削除できます。 

3.3.8.5 インライン画像を挿入する 

ビジュアルエディター・タブで、テキストにインライン画像を挿入する手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 文字列の中の特殊文字を挿入したい場所にカーソルを配置します。 

 ミニツールバーで画像・ボタンを押すと、画像の設定・ダイアログボックスが開きます。 

 画像の設定・ダイアログボックスで画像を選択し、設定・ボタンを押すと、ステップ１の

カーソル位置に画像が挿入されます。 

補足：インライン画像はインライン要素の一種です。Deleteキーで削除できます。 

3.3.8.6 インラインリンクを挿入する 

ビジュアルエディター・タブで、テキストにインラインリンクを挿入する手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 文字列の中の特殊文字を挿入したい場所にカーソルを配置します。 

 ミニツールバーでリンク・ボタンを押すと、参照の設定・ダイアログボックスが開きま

す。 

 参照の設定・ダイアログボックスで画像を選択し、設定・ボタンを押すと、ステップ１の

カーソル位置にリンクが挿入されます。 

補足：インラインリンクはインライン要素の一種です。Deleteキーで削除できます。 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 40 

3.3.8.7 インライン要素を削除する 

ビジュアルエディター・タブで、インライン要素を削除する手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 削除するインライン要素の左側（▶の左側）にカーソルを配置します。 

 Deleteキーを押すと、インライン要素が削除されます。 

3.3.8.8 テキストやインライン要素の切り取り／コピー／貼り付けをする 

ビジュアルエディター・タブで、テキスト（インライン要素を含む）を切り取り／コピー／貼

り付けするための手順を示します。 

事前に、プレビュー・ペインでパラグラフ要素を選択します。編集モードがテキスト編集モー

ドに切り替わり、ミニツールバーが表示されます。 

 切り取り／コピーしたいテキストを範囲選択します。 

 ミニツールバーの右端にあるボタンにマウスカーソルを乗せ、編集メニューを開きます。 

 切り取りまたはコピーを選択します。 

 ステップ１で選択したテキストが、クリップボードに移動またはコピーされます。 

 テキストを貼り付けたい場所にカーソルを配置します。 

 ミニツールバーの右端にあるボタンにマウスカーソルを乗せ、編集メニューを開きます。 

 貼り付けを選択すると、テキストが張り付けられます。 

補足：コンテキストメニューを用いても同じ操作ができます。 

補足：ショートカットキーを用いても同じ操作ができます。 

• 切り取り： Ctrl+X 

• コピー： Ctrl+C 

• 貼り付け： Ctrl+V 
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3.3.9 元に戻す／やり直し 

ビジュアルエディター・タブで、編集操作を元に戻したり編集操作をやり直したりするには、

以下の二通りのやり方があります。 

コマンドバーの UI を使用する： 

− 元に戻す 

− やり直し 

− 履歴： プルダウンメニュー内に編集履歴が記録されます。メニュー内の任意の場所

をクリックすると、その時点の状態に戻すことができます。 

ショートカットキーを使用する： 

− 元に戻す： Ctrl+Z 

− やり直し： Ctrl+Y 

注意：各タブの編集履歴は独立しています。タブでビジュアルエディターからテキストエディ

ターに切り替えると、ビジュアルエディター側の編集履歴の記録は止まり、テキストエディタ

ー側の編集履歴の記録が始まります。この際、ビジュアルエディター側の編集履歴は破棄され

ます。 
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3.3.10 画像を追加／編集する 

XML文書ファイルに画像系要素を追加するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

画像系要素（一例） 

XML 要素名 内容 

image 画像を参照します 

keydef キーに紐づく画像を参照します（マップ・ファイルで使用） 

hazardsymbol 画像を参照します 

glossSymbol 画像を参照します 

startflag 画像を参照します 

endflag 画像を参照します 

 

画像系要素を編集するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7：ブロック要素を編集する 

− 参照： 4.1：画像を参照する 

3.3.11 SVG 描画キャンバスを追加／編集する 

XML文書ファイルに SVG描画キャンバスを追加するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

SVG描画キャンバス 

XML 要素名 内容 

svg-container 
SVG描画キャンバスのグループ。 

svg:svg 
SVG描画キャンバス 

 

SVG描画キャンバスに要素を追加するには、以下の手順に従います。 

 SVG描画キャンバス（svg:svg要素）を選択します 

 ミニツールバーのボタンを押すと、それに応じた処理が実行されます 

ボタン 処理内容 

テキスト追加 テキストを追加します 

− テキストはドラッグで移動できます 

− テキストは Deleteキーで削除できます 
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ボタン 処理内容 

線追加 直線を追加します 

− 直線はドラッグで移動できます 

− 直線は Deleteキーで削除できます 

− 直線はコントロールポイントを移動することで長さと角度を変

えることができます 

画像 画像を追加します 

− 参照：4.1.1：画像を直接参照する 

− 画像はドラッグで移動できます 

− 画像は Deleteキーで削除できます 

 

SVG描画キャンバスの要素の重なりを編集するには、以下の手順に従います。 

 SVG描画キャンバス（svg:svg要素）を選択します 

 ミニツールバーのボタンを押すと、それに応じた処理が実行されます 

ボタン 処理内容 

最前面に移動 選択中の要素を最前面に移動します 

前面に移動 選択中の要素を全面に移動します 

背面に移動 選択中の要素を背面に移動します 

最背面に移動 選択中の要素を最背面に移動します 
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3.3.12 リンクを追加／編集する 

XML文書ファイルにリンク系要素を追加するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

リンク系要素（一例） 

XML 要素名 内容 

topicref トピックまたはマップ・ファイルを参照します（マップ・フ

ァイルで使用） 

keydef トピックまたはマップ・ファイルを参照し、キーに紐づけま

す（マップ・ファイルで使用） 

mapref マップ・ファイルを参照します（マップ・ファイルで使用） 

 

リンク系要素を編集するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7：ブロック要素を編集する 

− 参照： 4.2：トピックまたはマップ・ファイルを参照する 

3.3.13 リストを追加／編集する 

XML文書ファイルにリスト系要素を追加するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

リスト系要素 

XML 要素名 内容 

ol 番号付きリスト 

ul 番号なしリスト 

 

リスト系要素を編集するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7：ブロック要素を編集する 

補足：リストにリストアイテム（li要素）を追加したい場合は、すでにあるリストアイテムを

選択し、ショートカットキーShift+Enterを押してください。選択していたリストアイテムの下

に、新たなリストアイテムが追加されます。 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 45 

3.3.14 表を追加／編集する（CALS テーブル） 

XML文書ファイルに表（CALSテーブル）を追加するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

表（CALSテーブル）要素 

XML 要素名 内容 

table 表（CALSテーブル） 

 

表（CALSテーブル）を編集するには、以下の手順に従います。 

entry 要素を選択したとき： 

 表の中のセル（entry要素）を選択すると、ミニツールバーが表示されます 

 ボタンを押すと、それに応じた処理が実行されます 

ボタン 処理内容 

子要素追加 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

セル編集 ドロップダウンメニュー： 

− 罫線：セル罫線の設定 

− 横位置：セル内の行揃え（水平位置） 

− 縦位置：セル内の行揃え（垂直位置） 

右のセルと結合 ステップ１で選択したセルを右側のセルと結合します 

下のセルと結合 ステップ１で選択したセルを下側のセルと結合します 

セル結合を解除 ステップ１で選択したセルの結合を解除します 
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ボタン 処理内容 

行編集 ドロップダウンメニュー： 

− 罫線：セル罫線の設定 

− 横位置：セル内の行揃え（水平位置） 

− 縦位置：セル内の行揃え（垂直位置） 

− 上に行を挿入：ステップ１で選択したセルの上側に新しい行を

追加します 

− 下に行を挿入：ステップ１で選択したセルの下側に新しい行を

追加します 

− 行の切り取り：【開発予定】 

− 行のコピー：【開発予定】 

− 行の貼り付け：【開発予定】 

− 行を削除：ステップ１で選択したセルのある行を削除します 

上へ移動 行を上へ移動します 

下へ移動 行を下へ移動します 

列編集 ドロップダウンメニュー： 

− 罫線：セル罫線の設定 

− 横位置：セル内の行揃え（水平位置） 

− 縦位置：セル内の行揃え（垂直位置） 

− 左に列を挿入：ステップ１で選択したセルの左側に新しい列を

挿入します 

− 右に列を挿入：ステップ１で選択したセルの右側に新しい列を

挿入します 

− 列の切り取り：【開発予定】 

− 列のコピー：【開発予定】 

− 列の貼り付け：【開発予定】 

− 列を削除：ステップ１で選択したセルのある列を削除します 

列を左に移動 列を左へ移動します 

列を右に移動 列を右へ移動します 

閉じる ミニツールバーを閉じる 

 

table 要素を選択したとき： 

 表全体（table要素）を選択すると、ミニツールバーが表示されます 
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 ボタンを押すと、それに応じた処理が実行されます 

ボタン 処理内容 

tgroup作成 tgroup要素を追加する 

外枠罫線 表全体の外枠罫線を設定する 

 

tgroup 要素を選択したとき： 

 表の中（tgroup要素）を選択すると、ミニツールバーが表示されます 

 ボタンを押すと、それに応じた処理が実行されます 

ボタン 処理内容 

上に要素追加 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

下に要素追加 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

見出し行 tgroupに見出し行がない場合、見出し行を追加する 

全セル編集 ドロップダウンメニュー： 

− 罫線：tgroup内の全セル罫線の設定 

− 横位置：tgroup内の全セル内の行揃え（水平位置） 

− 縦位置：tgroup内の全セル内の行揃え（垂直位置） 

右のセルと結合 ステップ１で選択したセルを右側のセルと結合します 

下のセルと結合 ステップ１で選択したセルを下側のセルと結合します 

セル結合を解除 ステップ１で選択したセルの結合を解除します 

上へ移動 tgroupを上へ移動します 

下へ移動 tgroupを下へ移動します 
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3.3.15 表を追加／編集する（非 CALS テーブル） 

XML文書ファイルに表（非 CALSテーブル）系要素を追加するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7.2：ブロック要素を追加する 

表（非 CALSテーブル）系要素 

XML 要素名 内容 

dl 句見出しリスト 

parml パラメーターリスト 

simpletable 簡潔テーブル 

properties プロパティテーブル。コマンドのオプションや関数の引数

などの説明を表形式で記述します。 

choicetable 選択テーブル 

reltable 関連テーブル（マップ・ファイルで使用） 

subjectRelTable サブジェクト関連テーブル（マップ・ファイルで使用） 

topicSubjectTable トピックサブジェクト関連テーブル（マップ・ファイルで

使用） 

 

表（非 CALSテーブル）系要素を編集するには、以下の手順に従います。 

− 参照： 3.3.7：ブロック要素を編集する 

補足：テーブルの中に行を追加したい場合は、すでにある行の右端にある◀を選択し、ショー

トカットキーShift+Enterを押してください。選択していた行の下に、新たな行が追加されま

す。 

3.3.16 XML スニペットを挿入する 

XML文書ファイルに XMLスニペット（複数の XML要素を組み合わせたもの）を挿入するに

は、以下の手順に従います。 

 コマンドバーにある[ ]のプルダウンメニューで項目を選択すると、XML文書ファイ

ルに、選択した項目に応じた XMLスニペットが挿入されます。 

• 参照： 8.4：XMLスニペット機能でできる入力 
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3.3.17 XML 検証をする 

XML文書ファイルで XML検証をするには、以下の手順に従います。 

 コマンドバーで[…>XML検証]を選択すると、プレビュー画面の右側に、XML検証・ペイ

ンが表示されます。 

 XML文書ファイル内に XMLの誤りが発見された場合は、XML検証・ペインにある「エラ

ーリスト：」の下に、ヒットした XMLの誤りが列挙されます。 

補足：XML検証・ペインのトグルスイッチを操作することで、XMLの誤りを検出するた

めの方式を選択することができます。 

• DTD・トグルスイッチを ON にする：XML文書ファイルが、XMLタイプ・列で指定

された XML文書タイプ（DTD）に対して妥当な構造をしているか否かをチェックし

ます。 

補足：XML文書ファイルに指定されている XML文書タイプは、ドキュメントライブ

ラリーの XMLタイプ・列で確認できます。 

以下の場合、指定されている XML文書タイプは「topic」です。 

 

補足：実際には、XML文書タイプに紐づけられた DTD（XML構造の定義）に従って

構造の妥当さが検証されます。 

XML文書タイプと DTDの紐づきは以下で定義されています。 

− 参照： 8.2：サポートする XML文書タイプ 

実際の DTDの保存場所は以下に記載されています。 

− 参照： 7：アプリケーションの設定 

• Schematron・トグルスイッチを ON にする： XML文書ファイルが、XMLエディタ

設定で指定された Schematronルール（XML構造のルール）に対して整合しているか

否かのチェックを行うことができます。 

− 参照： 7：アプリケーションの設定 

− 参照： 8.3：Schematron機能でできるチェック 
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3.3.18 [オプション] スペルチェックをする 

XML文書ファイルでスペルチェックをするには、以下の手順に従います。 

 コマンドバーで[…>スペルチェック]を選択すると、プレビュー画面の右側に、スペルチェ

ック・ペインが表示されます。 

補足：スペルチェック・ペインと共に Bing Spell Check (Azure Cognitive Services)・ポッ

プアップメッセージが表示される場合は、Azure Cognitive Servicesを使用するための設定

が完了していません。スペルチェックを使用するためには、Azure Cognitive Servicesを利

用するための設定を完了させてください。 

  

 XML文書ファイル内にスペル誤りが発見された場合は、スペルチェック・ペインにある

「テキストコンテント：」の下に、ヒットしたスペル誤りおよびその周辺のテキストが列

挙されます。 

 「修正候補の一覧：」から修正候補を選択すると、XML文書ファイルが修正候補の内容に

従って修正されます。 

3.3.19 [オプション] 不適切表現チェックをする 

XML文書ファイルで不適切表現チェックをするには、以下の手順に従います。 

 コマンドバーで[…>不適切表現チェック]を選択すると、プレビュー画面の右側に、不適切

表現チェック・ペインが表示されます。 

補足：不適切表現チェック・ペインと共に Content Moderator (Azure Cognitive 

Services)・ポップアップメッセージが表示される場合は、Azure Cognitive Servicesを使

用するための設定が完了していません。不適切表現チェックを使用するためには、Azure 

Cognitive Servicesを利用するための設定を完了させてください。 

 XML文書ファイル内に不適切表現が発見された場合は、不適切表現チェック・ペインにあ

る「不適切表現の一覧：」の下に、ヒットした不適切表現が列挙されます。 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 51 

3.4 テキストエディターで編集する 

3.4.1 テキストエディター・タブ 

テキストエディター・タブの画面構成を示します。テキストエディターは、XML要素名を含む

検索／置換など、一般的なテキストエディター・ソフトウェアに準じた編集機能を提供しま

す。 

注意：テキストエディターは、編集の自由度が高い反面、入力保護は最小限です。誤った文書

構造を入力するとデータが壊れます。細心の注意を払って使用してください。 

 

１ テキスト・ペイン テキスト入力エリアです。一般的なテキストエディタ

ー・ソフトウェアと同じマナーで編集することができま

す。 

− 右クリックでコンテキストメニューを起動すること

ができます。 

− ショートカットキーCtrl+Fで検索メニュー、Ctrl+H

で置換メニューを起動することができます。 

２ スクロール・ペイン スクロール・ペインをクリックすることによって、テキ

スト・ペインをスクロールさせることができます。 

３ ボトムバー 参照： 3.2.2：XML文書ファイルを閉じる 

参照： 3.2.3：XML文書ファイルを保存する 

参照： 3.2.4：バージョンを表示する 

参照： 3.2.5：URLをクリップボードへコピーする 

参照： 3.2.6：URLをメールで送信する 

参照： 3.2.7：最大表示をする／最大表示解除をする 
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４ コンテキストメニュー 参照： 3.4.2：すべての出現箇所を変更する 

参照： 3.4.3：ドキュメントのフォーマットをする 

参照： 3.4.4：テキストの切り取り／コピー／貼り付け

をする 

参照： 3.4.5：コマンドパレットを使う 

５ 検索／置換メニュー 参照： 3.4.6：テキストの検索／置換をする 

 

3.4.2 すべての出現箇所を変更する 

テキストエディター・タブで全ての出現箇所を同時に編集するための手順を示します。 

 テキスト・ペインで、複数の出現箇所を持つテキスト列の上で右クリックし、コンテキス

トメニューを表示させます。 

 Change All Occurrences・ボタンを選択します。 

 複数の出現箇所を持つテキスト列全てが編集状態となります。 

 新たにテキストを入力すると、現在のテキスト列と置き換わります。 

3.4.3 ドキュメントのフォーマットをする 

テキストエディター・タブでドキュメントのフォーマット（文書整形）をするための手順を示

します。 

 テキスト・ペインを右クリックし、コンテキストメニューを表示させます。 

 Format Document・ボタンを選択します。 

 テキスト・ペイン内にある全てのテキスト列が整形されます。 

3.4.4 テキストの切り取り／コピー／貼り付けをする 

テキストエディター・タブでテキストを切り取り／コピー／貼り付けするための手順を示しま

す。 

 テキスト・ペインで、切り取り／コピーしたい要素を選択し、右クリックでコンテキスト

メニューを表示させます。 

 切り取り（Cut）またはコピー（Copy）を選択します。 

 ステップ１で選択したテキストが、クリップボードに移動またはコピーされます。 

 貼り付け（ショートカットキーCtrl+V）を選択すると、クリップボード内のテキストが張

り付けられます。 

補足：ショートカットキーを用いても同じ操作ができます。 

• 切り取り： Ctrl+X 

• コピー： Ctrl+C 

• 貼り付け： Ctrl+V 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 53 

3.4.5 コマンドを実行する 

テキストエディター・タブでコマンドを実行するための手順を示します。 

 テキスト・ペインを右クリックし、コンテキストメニューを表示させます。 

 Command Palette・ボタンを選択します。 

 コマンドパレットが開き、コマンドを探すためのテキストフィルターが使用可能になりま

す。 

 コマンドパレット・リストの中の項目を選択すると、コマンドを実行することができま

す。 
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3.4.6 テキストの検索／置換をする 

テキストの検索をしたり、置換をしたりするには、検索／置換・パネルを使用します。 

検索／置換・パネルにはショートカットキーでアクセスできます。 

− 検索： Ctrl+F 

− 置換： Ctrl+H 

注意：ショートカットキーを利用するときは、検索／置換・パネル内にカーソルを合わせてく

ださい。 

 

１ 検索語入力・テキストボ

ックス 

検索対象のテキストを入力できます Ctrl+F 

２ 大文字と小文字を区別す

る・ボタン 

大文字と小文字を区別する／しないを切

り替えることができます 

Alt+C 

３ 単語単位で検索する・ボ

タン 

完全一致／部分一致を切り替えることが

できます 

完全一致で検索すると、検索語入力・テ

キストボックスに入力されているのと全

く同じ文字列のうち、スペースや括弧で

区切られているものだけヒットします。 

部分一致で検索すると、検索語入力・テ

キストボックスに入力されているのと全

く同じ文字列は全てヒットします。 

注意：大文字と小文字は区別されませ

ん。 

Alt+W 

４ 正規表現を使用する・ボ

タン 

正規表現を使用する／しないを切り替え

ることができます 

Alt+R 

５ 検索結果表示・ラベル 検索ヒット数が表示されます - 
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６ 前の検索結果・ボタン 前の検索結果をハイライトします Shift+Enter 

または 

Shift+F3 

７ 次の検索結果・ボタン 次の検索結果をハイライトします Enter 

または 

F3 

８ 選択範囲を検索・ボタン 現在の選択範囲を検索対象に設定します 

注意：テキスト範囲を選択していない場

合、選択範囲を検索・ボタンでの設定は

できません。 

Alt+L 

９ 閉じる・ボタン 検索／置換・パネルを閉じます esc (Escape) 

10 置換モードの切り替え・

ボタン 

置換機能の表示／非表示を切り替えます - 

11 置換語入力・テキストボ

ックス 

置換対象のテキストを入力できます Ctrl+H 

12 置換・ボタン 次の置換を実行します Ctrl+Shift+1 

13 全て置換・ボタン 全置換を実行します 

補足：「範囲選択を検索・ボタン」を押

してから全て置換を実行すると、置換範

囲は選択範囲に制限されます。 

Ctrl+Alt+Enter 

 

3.4.7 元に戻す／やり直し 

テキストエディターで、編集操作を元に戻したり編集操作をやり直したりするには、ショート

カットキーを使用します。 

− 元に戻す： Ctrl+Z 

− やり直し： Ctrl+Y 

注意：各タブの編集履歴は独立しています。タブでテキストエディターからビジュアルエディ

ターに切り替えると、テキストエディター側の編集履歴の記録は止まり、ビジュアルエディタ

ー側の編集履歴の記録が始まります。この際、テキストエディター側の編集履歴は破棄されま

す。 
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3.5 改訂履歴を閲覧する 

3.5.1 履歴／比較・タブ 

履歴／比較・タブの画面構成を示します。 

 

１ リスト・ペイン リストから過去のバージョンを選択することができま

す。 

２ 編集中との比較・ボタン ボタンを押すと、編集中のバージョンとの比較が実行さ

れます。 

参照： 3.5.3：編集中のバージョンと比較する 

３ 履歴の比較・ボタン ボタンを押すと、過去のバージョンとの比較が実行され

ます。 

参照： 3.5.4：過去のバージョンと比較する 

４ ビジュアル比較・プルダ

ウンメニュー 

比較中に、プルダウンメニューから比較モードを選択す

ると、ビジュアル比較が実行されます。 

参照： 3.5.5：ビジュアル比較をする 

５ インライン・ボタン テキスト表示・ペインで、比較結果が上下にテキスト表

示されます。 

上側により新しいバージョンが表示されます。 

参照： 3.5.2：比較結果の表示スタイル 

1 

2 3 4 5 

6 7 8 

9 
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６ ディバイダ― リスト・ペインとテキスト表示・ペインを隔てるディバ

イダ―です。ドラッグで移動させることができます。 

７ Up・ボタン ボタンを押すと、ディバイダ―が上に移動されます。 

８ Down・ボタン ボタンを押すと、ディバイダ―が下に移動されます。 

９ テキスト表示・ペイン 比較結果が左右にテキスト表示されます。 

左側により新しいバージョンが表示されます。 

参照： 3.5.2：比較結果の表示スタイル 

 

3.5.2 比較結果の表示スタイル 

比較は行ごとに行われます。比較結果の表示スタイルは下表の通りです。 

比較結果の表示スタイル 

テキスト表示・ペイン 新バージョン 

（左側） 

旧バージョン 

（右側） 

差異がある行の背景 
  

新バージョンで追加された部分 
 

N/A 

新バージョンで削除された部分 N/A 
 

他方にない行 
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3.5.3 編集中のバージョンと比較する 

履歴／比較・タブで編集中のバージョンと過去のバージョンを比較するための方法を示しま

す。 

 

 リスト・ペインで、比較したい過去のバージョンを一つ選択します。選択した行の左端に

はチェックマークが表示されます。 

 編集中との比較・ボタンを押します。 

 テキスト表示・ペインに比較結果が表示されます。 

補足：左側が編集中のバージョン、右側がステップ１で選択した過去のバージョンです。 

補足：比較結果の表示スタイルについては以下を参照してください。 

− 参照： 3.5.2：比較結果の表示スタイル 

1 

2 

3 
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3.5.4 過去のバージョンを比較する 

履歴／比較・タブで過去のバージョン同士を比較するための方法を示します。 

 

 リスト・ペインで、比較したい過去のバージョンの一つ目を選択します。選択した行の左

端にはチェックマークが表示されます。 

 リスト・ペインで、比較したい過去のバージョンの二つ目を選択します。選択した行の左

端にはチェックマークが表示されます。 

 履歴の比較・ボタンを押します。 

 テキスト表示・ペインに比較結果が表示されます。 

補足：左側により新しいバージョンが表示されます。 

補足：比較結果の表示スタイルについては以下を参照してください。 

− 参照： 3.5.2：比較結果の表示スタイル 

 

1 

3 

4 

2 
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3.5.5 ビジュアル比較をする 

3.5.5.1 ビット比較（オープンソース） 

ファイル先頭から順次比較していくロジックです。 

ビット比較（オープンソース） 

ビジュアル比較画面 新バージョン 

（画面左側） 

比較 

（画面中央） 

旧バージョン 

（画面右側） 

差異がない部分 N/A プレビュー画面と

同じ 

N/A 

差異がある部分 N/A 赤色 N/A 

 

補足：ビット比較（オープンソース）は、ファイル先頭から順次比較していくロジックで

あるため、ファイル先頭に差異があると、以降の位置がずれ、全体に差異ありと判定する

場合があります。 

3.5.5.2 ビット比較（CMC） 

ファイル先頭から順次比較していくロジックです。新旧のバージョンを画面左右に表示し、そ

れぞれに他方の異なる部分を重ねて表示します。 

ビット比較（CMC） 

ビジュアル比較画面 新バージョン 

（画面左側） 

旧バージョン 

（画面右側） 

双方差異がない部分 プレビュー画面と同じ プレビュー画面と同じ 

差異：自バージョンにあ

る部分 

緑色 マゼンタ色 

差異：他方にある部分 マゼンタ色 緑色 

 

補足：ビット比較（CMC）は、ファイル先頭から順次比較していくロジックであるため、

ファイル先頭に差異があると、以降の位置がずれ、全体に差異ありと判定する場合があり

ます。 
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3.5.5.3 スマート比較（CMC） 

コンテンツをブロック単位で比較していくロジックです。新旧のバージョンを画面左右に表示

し、それぞれに他方の異なる部分を重ねて表示します。 

スマート比較（CMC） 

ビジュアル比較画面 新バージョン 

（画面左側） 

旧バージョン 

（画面右側） 

双方差異がない部分 プレビュー画面と同じ プレビュー画面と同じ 

差異：自バージョンにあ

る部分 

緑色 マゼンタ色 

差異：他方にある部分 マゼンタ色 緑色 

 

補足：スマート比較（CMC）は、コンテンツをブロック単位で比較していくロジックであ

るため、ファイル先頭に差異があっても、以降の位置がずれません。よって、ビット比較

よりもよい比較結果が得られる場合があります。 
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4 DITA特有の機能 

4.1 画像を参照する 

4.1.1 画像を直接参照する 

トピック・ファイルの要素に画像を設定するための方法を示します。 

事前に、SXC CLOUDでトピック・ファイルを開いておきます。要素に画像を設定するには、

以下の手順に従います。 

 ビジュアルエディターで要素を選択します。 

注意：要素がテキスト編集モードで選択されている場合は、ブロック編集モードに切り替

えてください。テキスト編集モードで、画像の設定はできません。ブロック編集モード

時、要素の背景は水色で示されます。テキスト編集モードとブロック編集モードは、Enter

キーで相互に切り替えられます。 

 ミニツールバーで[ >画像の設定]を選択し、画像選択・ダイアログボックスを開きま

す。 

注意：画像の設定・ボタンが選択できない場合、その要素に画像は設定できません。 

 ダイアログボックスの中から、望みの画像ファイルを選択します。 

 ダイアログボックス下端の OK・ボタンを選択し、参照を確定します。 
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4.2 トピックまたはマップ・ファイルを参照する 

4.2.1 トピックまたはマップ・ファイルを直接参照する 

トピック・ファイルの要素に参照を設定するための方法を示します。 

事前に、SXC CLOUDでトピック・ファイルを開いておきます。要素に参照を設定するには、

以下の手順に従います。 

 ビジュアルエディターで要素を選択します。 

注意：要素がテキスト編集モードで選択されている場合は、ブロック編集モードに切り替

えなければなりません。テキスト編集モードで、参照の設定はできません。ブロック編集

モード時、要素の背景は水色で示されます。テキスト編集モードとブロック編集モード

は、Enterキーで相互に切り替えられます。 

 ミニツールバーで[ >参照の設定]を選択し、参照の設定・ダイアログボックスを開き

ます。 

注意：参照の設定・ボタンが選択できない場合、その要素に参照は設定できません。 

 ダイアログボックスの中から、望みのトピックまたはマップ・ファイルを選択します。 

 ダイアログボックス下端の OK・ボタンを選択し、参照を確定します。 
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4.3 再利用コンテンツを参照する 

4.3.1 再利用コンテンツを直接参照する 

トピック・ファイルの要素に再利用コンテンツへの参照を設定するための方法を示します。 

事前に、SXC CLOUDでトピック・ファイルを開いておきます。要素に再利用コンテンツの設

定をするには、以下の手順に従います。 

 ビジュアルエディターで要素を選択します。 

注意：要素がテキスト編集モードで選択されている場合は、ブロック編集モードに切り替

えなければなりません。テキスト編集モードで、再利用コンテンツ挿入の設定はできませ

ん。ブロック編集モード時、要素の背景は水色で示されます。テキスト編集モードとブロ

ック編集モードは、Enterキーで相互に切り替えられます。 

 ミニツールバーで[ >再利用コンテンツの設定]を選択し、再利用コンテンツの設定・

ダイアログボックスが開きます。 

注意：再利用コンテンツの設定・ボタンが押せない場合、その要素に再利用コンテンツは

設定できません。 

 リストの中から、再利用コンテンツを含むトピック・ファイルを選択します。 

 ダイアログボックス下端の さらに要素を設定・ボタンを選択し、トピック・ファイルを開

きます。 

 トピック・ファイルの中から、再利用する要素を選択し、「再利用 ID」行の プルダウンメ

ニューを開き この要素の IDを再利用 IDに指定する・ボタンを選択します。 

注意：ステップ１で選択した要素と同じ XML要素名の要素だけが選択できます。また、ID

属性値を持たない要素は選択できません。 

 範囲選択する場合： 

再利用するコンテンツを範囲選択する・トグルスイッチを ONにする 

トピック・ファイルの中から、再利用する要素の後端に位置する要素を選択し、「再利用

ID(終点)」行の プルダウンメニューを開き この要素の IDを再利用 IDに指定する・ボタン

を選択します。 

注意：ステップ１で選択した要素と同じ XML要素名の要素だけが選択できます。また、ID

属性値を持たない要素は選択できません。 

 ダイアログボックス下端の OK・ボタンを選択し、参照を確定します。 
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5 データのインポート 

5.1 ファイル／フォルダーをインポートする 

ファイル／フォルダーをインポートする手順を示します。 

 ブラウザの SharePoint画面内で、インポート先にしたいドキュメントライブラリーを開き

ます。 

 ローカル PC上で、インポートしたいファイルをドラッグし、ブラウザの SharePoint画面

内でドロップします。 

 SharePoint画面内のドキュメントライブラリーに、ドロップしたファイル／フォルダーが

保存されます。 

5.2 インポートできるファイルタイプ 

5.2.1 インポートできる XML 文書ファイルタイプ 

ドキュメントライブラリーにインポートできる XML文書ファイルタイプを示します。 

ファイルタイプ 拡張子 解説 

ditaファイル .ditaもしく

は.xml 

 

ditamapファイル .ditamap  

 

5.2.2 インポートできる画像ファイルタイプ 

ドキュメントライブラリーにインポートできる画像ファイルタイプを示します。 

ファイルタイプ 拡張子 解説 

jpgファイル .jpg, .jpeg  

tifファイル .tif, .tiff  

gifファイル .gif  

pngファイル .png  

svgファイル .svg  
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6 データのエクスポート 

6.1 ファイル／フォルダーをエクスポートする 

ファイル／フォルダーをエクスポートする手順を示します。 

 エクスポートしたいファイル／フォルダーを選択します。（複数選択もできます） 

 
 

 トップバーで [ダウンロード]を選択します。 

 
 

 ローカル PCのダウンロード・フォルダーに、選択したファイル／フォルダーがダウンロ

ードされます。 

補足：ステップ 1でファイル／フォルダー複数選択した場合は、それらを含む一つの Zip

ファイルとしてダウンロードされます。 
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7 アプリケーションの設定 

SXC CLOUDの設定は、以下に示す設定ファイルによって行います。 

SXC CLOUDの設定ファイル 

項目名 詳細 設定詳細 保存場所 

XMLエディタ設定 

(xmleditor-settings.json) 

XMLエディタ設定全般を保

存するファイルです 

設定ファイル参照 [サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

xmleditor-settings.json 

ライセンス 

(SXC4SPLICENSE.txt) 

SXC CLOUDのライセンスフ

ァイルです 

設定ファイル参照 [サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

config/ 
SXC4SPLICENSE.txt 

XSLT プレビュー画面の表示を設定

するファイルです 

設定ファイル参照 [サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

config/dita1.3/xslt/ 
*.xslt 

DTD XML文書ファイルのチェッ

クに使用するファイルです 

参照： 8.2：サポ

ートする XML文書

タイプ 

[サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

config/dita1.3/dtd/ 
*.dtd 

Schematron XML文書ファイルのチェッ

クに使用するファイルです 

参照： 8.3：

Schematron機能で

できるチェック 

[サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

config/dita1.3/sch/ 
*.xml 

テンプレート XML文書ファイルの新規作

成に使用するファイルです 

参照： 8.2：サポ

ートする XML文書

タイプ 

[サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

config/dita1.3/template/ 
*.dita *.ditamap *.xml 

XMLスニペット XML文書ファイルに特定の

組合せの XML断片を挿入で

きるように設定するためのフ

ァイルです 

参照： 8.4：XML

スニペット機能でで

きる入力 

[サイト]/ 

[ドキュメントライブラリー]/ 

config/dita1.3/snippets/ 
*.xml 
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8 補足資料 

8.1 SXC CLOUD のショートカットキー 

8.1.1 編集系 

キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

Enter テキスト編集モード/ブロック編集モード

の切り替え 

下に行追加（選択範囲あれば、内容消去） 

Character 
Keys 

文字入力 文字入力 

Delete カレント要素を子孫要素ごと削除 

削除後以下の優先順で要素選択： 

− (削除されたカレント要素の)弟要素 

− (削除されたカレント要素の)親要素 

右一字消去 

Back Space カレント要素を子孫要素ごと削除 

削除後以下の優先順で要素選択： 

− (削除されたカレント要素の)兄要素 

− (削除されたカレント要素の)親要素 

左一字消去 

Tab 次のテキスト編集可能要素に要素フォー

カス移動 

カーソル位置に Tab追加（選択範囲あれ

ば、全体をインデント） 

Shift+Tab 前のテキスト編集可能要素に要素フォー

カス移動 

行/範囲選択行を一定量アウトデント 

Ctrl+X 選択要素を切り取り 範囲選択物を切り取り 

Ctrl+C 選択要素をコピー 範囲選択物をコピー 

Ctrl+V クリップボードの要素を貼り付け 貼り付け 

Ctrl+Z 元に戻す 元に戻す 

Ctrl+Y やり直し やり直し 

Ctrl+Shift+↑ N/A N/A 

Ctrl+Shift+↓ N/A N/A 

Ctrl+Shift+→ N/A N/A 

Ctrl+] N/A 行/範囲選択行を一定量インデント 

Ctrl+[ N/A 行/範囲選択行を一定量アウトデント 
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キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

Ctrl+/ N/A 行/範囲選択物をコメントアウト 

Shift+Alt+A N/A コメント追加 

 

8.1.2 検索と置換 

キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

Ctrl+F N/A 検索語入力テキストボックスを表示する 

Ctrl+H N/A 置換語入力テキストボックスを表示する 

Enter 

または 

F3 

N/A 検索／置換・パネルにキャレットある状態

で、次の一致に飛ぶ 

Shift+Enter 

または 

Shift+F3 

N/A 検索／置換・パネルにキャレットある状態

で、前の一致に飛ぶ 

Alt+C N/A 検索／置換・パネルの Case-sensitiveをト

グル 

Alt+R N/A 検索／置換・パネルの正規表現をトグル 

Alt+W N/A 検索／置換・パネルの完全一致をトグル 

Ctrl+Shift+1 N/A 次の置換実行 

Ctrl+Alt+Enter N/A 全置換実行 

 

8.1.3 選択／カーソル移動系 

キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

↑ 要素フォーカス移動(上方向) カーソル移動(上一行分) 

↓ 要素フォーカス移動(下方向) カーソル移動(下一行分) 

← 要素フォーカス移動(兄方向) カーソル移動(左一字分) 

→ 要素フォーカス移動(弟方向) カーソル移動(右一字分) 

Home テキスト編集モードに移行（行頭） カーソル移動(文頭に飛ぶ)  

End テキスト編集モードに移行（行末） カーソル移動(行末に飛ぶ) 

Ctrl+Home ファイル先頭要素選択 ファイル先頭行にカーソル移動 
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キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

Ctrl+End ファイル末尾要素選択 ファイル末尾行にカーソル移動 

Ctrl+A 全テキスト選択 全テキスト選択 

Shift+↑ N/A 範囲選択（方向キーを追加押しすることで

範囲拡張） 

Shift+↓ N/A 範囲選択（方向キーを追加押しすることで

範囲拡張） 

Shift+← N/A 範囲選択（方向キーを追加押しすることで

範囲拡張） 

Shift+→ N/A 範囲選択（方向キーを追加押しすることで

範囲拡張） 

Ctrl+G N/A 入力された行番号にカーソル移動 

 

8.1.4 画面移動系 

キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

Ctrl+↑ 要素フォーカス移動なしに上スクロール

(行毎) 

カーソル移動なしに上スクロール(行毎) 

Ctrl+↓ 要素フォーカス移動なしに下スクロール

(行毎) 

カーソル移動なしに下スクロール(行毎) 

PgUp 要素フォーカス移動なしに上スクロール

(画面毎) 

上スクロール(画面毎) 

PgDn 要素フォーカス移動なしに下スクロール

(画面毎) 

下スクロール(画面毎) 

 

8.1.5 UI 制御など 

キーバインド ビジュアルエディター テキストエディター 

Alt+Q ツリー表示モードの切り替え N/A 

Alt+M N/A N/A 

Alt+N N/A N/A 

Alt+Z N/A N/A 

Ctrl+Shift+[ N/A 範囲を閉じる 

Ctrl+Shift+] N/A 範囲を開く 
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8.2 サポートする XML 文書タイプ 

8.2.1 Darwin Information Typing Architecture (DITA) Version 1.3 
 

XML 文書タイプ／ 

テンプレート／ 

DTD 

文書ｱｰｷﾃｸﾁｬｰ 拡張子 テンプレート

の系統 

Topic／topic.dita／topic.dtd DITA 1.3 .dita トピック 

Base Topic／basetopic.dita／basetopic.dtd DITA 1.3 .dita トピック 

Concept Topic／concept.dita／concept.dtd DITA 1.3 .dita トピック 

Reference Topic／reference.dita／reference.dtd DITA 1.3 .dita トピック 

General Task Topic／generalTask.dita／

generalTask.dtd 

DITA 1.3 .dita トピック 

Strict Task Topic／task.dita／task.dtd DITA 1.3 .dita トピック 

Machinery Task Topic／machineryTask.dita／

machineryTask.dtd 

DITA 1.3 .dita トピック 

Troubleshooting Topic／troubleshooting.dita／

troubleshooting.dtd 

DITA 1.3 .dita トピック 

Glossary Entry Topic／glossentry.dita／glossentry.dtd DITA 1.3 .dita トピック 

Glossary Group Topic／glossgroup.dita／

glossgroup.dtd 

DITA 1.3 .dita トピック 

Map／map.ditamap／map.dtd DITA 1.3 .ditamap マップ 

Base Map／basemap.ditamap／basemap.dtd DITA 1.3 .ditamap マップ 

Book Map／bookmap.ditamap／bookmap.dtd DITA 1.3 .ditamap マップ 

Subject Scheme Map／subjectScheme.ditamap／

subjectScheme.dtd 

DITA 1.3 .ditamap マップ 

Classification Map／classifyMap.ditamap／

classifyMap.dtd 

DITA 1.3 .ditamap マップ 
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8.3 Schematron 機能でできるチェック 

8.3.1 文字数制限 

文字数制限に関連した Schematronチェックは以下の通り。 

エラーメッセージ／対象ノード 解説 パターン ID 

エラーメッセージ： 

title要素内のテキストは、４０文字以

内にしてください 

対象ノード： 

title 

対象ノード内のテキストが 40文字以上の

場合、メッセージを表示します。 

check-title-
text-length 

 

8.3.2 文字と p 要素についての制限 

文字と p要素についての制限に関連した Schematronチェックは以下の通り。 

エラーメッセージ／対象ノード 解説 パターン ID 

エラーメッセージ： 

li要素内のテキストは、p要素で括って

ください。 

対象ノード： 

li 

対象ノード内にテキストが直接入力され

ている場合、メッセージを表示します。 

check-p-in-li 

エラーメッセージ： 

section要素内のテキストは、p要素で

括ってください。 

対象ノード： 

section 

対象ノード内にテキストが直接入力され

ている場合、メッセージを表示します。 

check-p-in-
section 
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8.4 XML スニペット機能でできる入力 

8.4.1 リストアイテム追加 

リストアイテムに関連した XMLスニペット入力は以下の通り。 

コマンド名／使用可能条件／挿入内容 スニペット ID 

コマンド名：リストアイテム追加 

使用可能条件：以下要素選択時に使用可能となる 

− li（リスト・項目） 

− ol（順序ありリスト） 

− ul（順序なしリスト） 

挿入内容： 

 

add-li-with-p 
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9 困ったときは 

9.1 よくある質問 

9.1.1 SharePoint で XML 文書ファイルを選択しても、XML 編集・ボタンが表示されない 

ファイルに XML文書タイプが指定されていない場合、SXC CLOUDはそのファイルを XML文

書ファイルと見なしません。よって、そのファイルを選択しても、XML編集・ボタンは表示さ

れません。 

この場合は、列一括更新をしてファイルに XML文書タイプを指定したのち、そのファイルを

選択し直してください。XML編集・ボタンが表示されるようになります。 

− 参照： 2.3.2：列一括更新をする 

補足：XML文書ファイルに指定されている XML文書タイプは、ドキュメントライブラリーの

XMLタイプ・列で確認できます。 

以下の場合、指定されている XML文書タイプは「topic」です。 

 

9.1.2 SharePoint の画面更新が遅い場合がある 

− このような場合に発生： 

• 「列一括更新」を実行した後 

• ファイルを上書き保存した後 

• ファイルを新規作成した後 

• OneDrive同期でローカル側フォルダーを更新した後 

− 対処方法： 

• ブラウザリロード 

• ブラウザキャッシュクリア 

9.1.3 SharePoint で XML を検索直後に開くと、画像などのリンクが壊れている 

− このような場合に発生： 

• SharePointで XMLを検索した直後に XMLを開く 

− 対処方法： 

• 検索直後は、検索結果画面が表示されている。XMLが保存してあるフォルダー階層に

移動してから XMLを開く 
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9.1.4 要素を選択したとき、プレビュー・ペインの表示が崩れる 

SXC CLOUDでは、パラグラフ要素またはインライン要素の中にブロック要素を入れることは

できません。プレビュー・ペインが正しく表示されなくなりますので、このような入力はお避

けください。 

− 以下のような XMLが入力された場合、プレビュー・ペインの表示が崩れます。 

<p>The list: 

  <ul> 

    <li><p>First list item</p></li> 

    <li><p>Second list item</p></li> 

    <li><p>Third list item</p></li> 

  </ul> 

</p> 

 

− このような場合、代替として以下のような構造をお勧めします。 

<div> 

  <p>The list:</p> 

  <ul> 

    <li><p>First list item</p></li> 

    <li><p>Second list item</p></li> 

    <li><p>Third list item</p></li> 

  </ul> 

</div> 

 



SXC CLOUD - SharePoint版 

ユーザーガイド 
 

 

 

 Page 76 

10 サポート情報 

ご不明な点は専用サイトをご覧ください。 

その他、各種お問い合わせはメールにて承っております。 

− Mail：sxc-support@cmc.co.jp 

mailto:sxc-support@cmc.co.jp
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